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　 　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 　 　 【 請 求 項 １ 】 　 電 解 底 の 上 に 沈 降 し た 固 形 除 去 の た め に 前 記 電 解 槽 の 底
部 を 該 槽 の 他 の 部 分 か ら 分 離 す る 分 離 用 部 材 で あ っ て 、
　 該 分 離 用 部 軌 道 を 形 成 す る 支 持 制 御 部 前 記 電 解 に 設 置 さ れ 、
　 前 記 電 解 槽 の 少 な く と も １ つ の 後 、 該 後 壁 の 最 も 近 く に 位 置 す る 電 の 間 に 残 さ
れ た 空 間 を 通 じ て 、 該 分 離 用 部 前 記 電 解 に 挿 入 さ れ 、 か つ 該 槽 内 か ら 取 り 出 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 分 離 用 部 材 。
　 　 　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 １ に 記 載 の 分 離 用 部 材 に お い て 、 該 分 離 用 部 構 成 要

作 ら れ て お り 、 該 構 成 要 互 に 屈 曲 す る よ う に 相 互 に 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 分
離 用 部 材 。
　 　 　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 分 離 用 部 材 に お い て 、 該 分 離 用 部
よ っ て 前 記 電 解 槽 の 底 の 付 近 に 分 離 さ れ た 空 、 前 記 後 壁 の 近 傍 に 位 置 す る 空 が 一
つ の 本 質 的 に 閉 じ た 空 間 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 分 離 用 部 材 。
　 　 　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 請 求 項 ３ に 記 載 の 分 離 用 部 材 に お い て 、 該 分 離 用 部 前 記 電 解

に 一 つ の 密 閉 さ れ た 均 一 な 表 面 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 分 離 用 部 材 。
　 　 　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 分 離 用 部 材 に お い て 、 該 分 離 用 部
よ っ て 分 離 さ れ た 空 、 電 解 含 む 電 解 槽 の 空 間 に 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る 分
離 用 部 材 。
　 　 　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か に 記 載 の 分 離 用 部 材 に お い て 、 前
記 電 解 槽 の 底 洗 浄 剤 を 供 給 す る た め に 、 固 形 物 洗 浄 装 置 の 少 な く と も 一 該 分 離 用
部 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 分 離 用 部 材 。
　 　 　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 請 求 項 ６ に 記 載 の 分 離 用 部 材 に お い て 、 前 記 洗 浄 剤 が 液 体 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 分 離 用 部 材 。
　 　 　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 請 求 項 ６ に 記 載 の 分 離 用 部 材 に お い て 、 前 記 洗 浄 剤 が 気 体 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 分 離 用 部 材 。
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